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（３）
明治二十一一一年七月一日、最初の衆議院議員総選挙が行われ、高主義瓜に縁遠かりし」と言わしめた所であった。明治中期におい
知県においては自由党候補四名全員当選、国民党候補四名全員落て自由党に反対した人犬が、どのような思想を持ち、どのような
選という結果をふた。しかし、国民党が党の総力を挙げて選挙戦を社会的、経済的基盤を有し、どのように政治活動を行ったのか、
展開した第二区の国民党候補得票率は一一一十九．〈１セントであり、
極めて興味ある問題であるが、本稿では高知県西南部に位する幡
二名の候補者の得票総数は自由党当選者最高得票数を遥に上回っ多郡三崎村を中心とした国民党支持者の経済的基盤について、そ
ていた。全国的に自由党系、改進党系、それに政府系と三勢力の争の耕地所有状況と地租を主体に述べてゑたい。
いが激しい時期において、高知県では自由党に反対する人☆が政
×
×
府系とい陰える国民党をこぞって支持した。その組織的背景には、
明治十年代に入ってからの自由民権運動は、当初、政府の施策
明治十五年三月創立の立憲帝政党に同調し、同月高知に結成されに不満を持つ士族を中心とした士族民権運動であったのを、政府
た「高陽会」や、高知県西南部を勢力範囲とした中村の「明道会一の地租改正事業の進行に反対し、各地で展開されていた農民一楼
などがあった。そして、高知県西南部の場合、この明道会が「幡を、高額地租という点に同一条件を見い出し指導層となった豪農
（１）
多倶楽部」と名称を改め明治中期に入ってゆくわけであるが、こ層が、自由民権運動の基盤となっていった。これがブルジョア民
の西南部の中で‘も更に西南に位置する幡多郡三崎村は、国民党勢主友義運動として歴史的に極めて象徴的な一時期を画したのであ
力
の
強
い
高
知
県
西
南
部
で
も
と
り
わ
け
強
固
な
地
方
で
あ
り
、
自
由
党
を
ったが、それが本質的に豪農民権思想を背景とするもので、彼ら
（２）
して「同地は帝政派の巣窟」「従来と国民派の占領瓜帰し我自由の政治的発一一一一口の場を要求し、彼らの経済的安定と成長を要求する、
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自由の拡充、権利の保全、立憲政体の確立の運動であった。とこ
ろが実際に運動に参画したのは、これらの士族、豪農層を指導者
に仰ぐ農民層、とりわけ貧農、プロレタリアートたる無所有者層
までをも含む広範なものであった。それ故に運動の力学的効用は
大きく、明治十年の地租軽減、十二年の各参議の憲法制定に関す
る意見上奏、十四年の国会開設の勅諭、開拓使官有物払下坂消等
も獲得したのであり、又、内部的には明治十年の立志社建白か
ら、十一年愛国社再興第一会回大会開催、十三年の国会期成同盟
会結成、十四年の自由党結党と、組織は階級、地域を超え拡大し
ていった。各階層、階級の人台はそれぞれの立場においてこの運
動に利益を見い出し、それ故にこのような巾広い統一戦線が成立
したのであった。しかし、支持者が各々の立場において参加する
ものである限り、その当面の運動目標が共通するまでの間は良か
ったのであるが、各々の利害に相違のあることがわかり、やがて
階
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危険性を内蔵するものであった。運動は、本質的にブルジョア民
主交義運動である以上、明治十四年に始まる政府のデフレ政策の
ため、急激に没落し、貧農、プロレタリアートと化した中、小農
民が共同戦線を放棄し、運動が分裂、対立するのは当然のことで
あった。その結果が明治十七年の群馬事件、加波山事件、自由党
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件
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従
って第一回衆議院議員選挙を目前とする後藤象二郎の大同団結運
動（明治二十年）、板垣退助の愛国公党結成（明治二十二年）など
は議会開設のための準備といった面が強く、第一回選挙後の立憲
一○八
自由党は地主層を基盤とした明確なブルジョア政党であった。
ここで注目したいことは、第一に、自由民権運動にしても自由
党系の選挙進出運動にしても、急激な経済、社会体制の変革期に
あって、農民が各灸の立場を維持もしくは強化しようとしたこと
であり、豪農層は経済的基盤の強化、拡大と政治的発言の場を求
め、貧農、プロレタリアート（無所有層）は経済的に少しでもゆ
とりのある生活を維持もしくは得ようとして運動に参加したこと
である。変革の時代ゆえにこそ彼らはそれぞれの立場を伸張し、
あるいは必死に確保、獲得せねばならなかった。第二に、豪農層
が地租改正反対の農民一摸を指導し、自由民権運動に参加し、指
導者と成り得たことであって、これは彼らが思想的にも政治的に
も旧来の思想、行動から一変し、思想的、政治的にも覚醒したこ
とを意味するのであり、自由党の解党後もこの考え方は持続され
ていたのであって、それが第一回総選挙において開化したのであ
った。いいかえれば自由民権運動が高揚した地域にあって、それ
を指導してきた豪農層は、後にその地方を代表するブルジョア出
身議員に成り得る資格を有するに至ったことである。
問題はこのような様態が三崎村においてはどうであったか、と
いうことである。
先づ、第一の点であるが、土地変革の状態を時間的に把握する
ことができないけれども、一般に分化、分解の進行があったこと
は、全国的な推移から考えてもありうることであったろう。第一
表の下川ロ村とは幡多郡下川ロ村で三崎村の隣村であり、構造的
に三崎村と相似た村であったが、明治二十七年になっても小作地
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震議壷蕊嘉注')下川ロ村は明治27年現在で高知県統計報告書控十卜嚇菫稟
諄２)幡多郡は明治22年現在で｢高知県統計雲)にエ簔貫=菫蜑鬘浸ろ。Ｍ年の肌
!'皿離識
蓋|総戸奎二|耕地所有二:１町④差::%|窪織|寿総鶉|農家霊:|⑧'④:砦%l震蟻
３)三崎村外の耕地所有は含まない。芳種憂菫筆芒＿
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○数字で表側の田と畑を単純に加えたものではない。
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耕地所有者の階第４表
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計 計
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注１）
２）
３）
４）
５）
土地台帳集計結果により推計換算後の数字で明治２２年現在。
単位（耕地面積）は四捨五入で計算。
総数は田と畑の両地目（又は１地目）を所有している者について合算した
（）は百分比。
三崎村外の耕地所有反別は含まない。
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は、およそ地主層と考えられる耕地の四町歩以上所有者は三崎村
全体でわずか五名である。従って、農家の大半は貧農から富農ま
での階層として限定されるべきものであり、中でも貧農上層から
中農中層として規定される一反以上一町歩未満は、総数において
過半数以上を占め、とりわけ主体となる田については七十。〈－セ
ント近い数値となっているのである。これが、中農下層を中心と
して安定した村体制を示しているのであるが、このことは当然に
農民の思想を保守的なものにし、やむをえず行う彼らの政活活動
は現状の変革を求めないものである。およそ、労働者階級たる無
所有層は、無所有ゆえに徹底した階級運動を行える立場にあるの
であるが、わずかでも土地を所有するもの、すなわちプチブルは
（、）
それ故にややもすれば保守的傾向を示す。三崎村民が自由民権派
を棚醗党の如く危険視し、自由党員が田畑の農産物を荒したりす
る以上、一一一崎町村民の政党支持がより反対派に傾くのは当然のこ
とである。
かくて、三崎村には経済的見地からの承彼らを覚醒させるよう
な急激な構造の変革がなかったと考えられるのであるが、それで
もなお耕地が一反に満たない階層が三十・〈１セント近くもあっ
た。このうち他に定職を持たない貧農層が何らかの働きかけによ
って革新的運動に参加できうる可能性を強く持った層であろう
（、）
が、そのきっかけとはこの場合、自由民権思想の理解であった。
しかし、明治二十二年頃において村体制がすでに国民党で固まっ
ていた（後述）ことから考えれば、彼らにそのきっかけを消化さ
せる余地は殆んどなかったと言えるであろう。従って第二点につ
一一一一
いては、自由民権運動期に自由民権派の強力な指導者層と基盤が
三崎村にはなかったと考えられる以上、明治二十三年の第一回総
選挙時には当然運動期から持続されてきた自由党系の豪農指導者
は存在し得なかったことになるのである。
それでは三崎村にあって実際に国民派を指導し、支持した入念
の社会的、経済的基盤はどうであったのか。一般に、政府党を支
持するのは神官、僧侶、国学者達であったと言われるが三崎村で
（、）
はどうであったのか。矢野川正修日誌によって把握される各党派
の支持者達のこれらについて探ってふたい。
先づ、各党派支持者の土地所有状況についてふたのが第五表で
あるが、各人の党派支持は必ずしも明治二十二年におけるもので（皿）
はなく、その前後の年代を含んでいる点注意しておいて頂きたい。
耕地を二町歩以上所有するのは、国民党支持者が山本仁太郎、
平野仲次、岡田岩太郎の三名、自由党支持者が岡崎利平一名、中
（頑）
立党が武藤類吉一名で、一二崎村全体では二十名であるから、国民
党が十五。〈１セント、自由党、中立党が各五．〈１セントとなる。
従って矢野川日誌で知られる限りでの広義な意味での政治的活動
者は、二町歩以上耕地所有者のうち四分の一であり、富農層以上
の政治的成長が顕著であるとは云えないであろう。
次に、各党派支持者の一人平均耕地所有反別は、総数において
国民党が五反四畝、自由党が九反七畝、中立党が二町五反四畝で、
内、田は国民党が三反六畝、自由党が八反歩、中立党が二町二反
六畝、畑は国民党が一反八畝、自由党が一反七畝、中立党が二反
八畝であり、国民党が最も少く、中立党は極めて大きい所有状況
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第５表各党派支持者の土地所有状況
零|氏 名｜住所｜田｜畑｜山林｜宅地｜原野｜溜池｜墓地明治中期の高知県西南部における反自由民権派の経済的基盤（松岡）
山本伝太郎 崎’2反80011.90012.00910.720
沖良賢｜′｜a5001m017M271MM 0.023
290012805矢野川正修’〃
山崎広次郎｜斧積 1.10013.42610.310
掛川喜太郎’〃’3.30012.00013.30810.726
田処忠作’〃’3.000'0.4001１０．１１５
山本仁太郎 崎’18.40011.9001１０．４１１
宮崎紋次郎｜〃lL3OOl
土居常吾|下益野l85001450012M41M271国
崎l245001460012M131M28平野仲次
Mool松下鶴之助｜下益野
岡田岩太郎｜，l1a9ool46ool3MnlM2o
岡村繁弥|奥益野'28001民
細川芳蔵 崎 9.004
弘田門太郎｜斧積’9.80012.4001111.90011.119
沖良栄 (なし）崎
福井九太郎’〃’3.90014.10011.41410.712党
大薮梅次郎’〃 (なし）
西尾喜久次’〃 0.116
谷村房次|爪白lO9001MOOl1M281MO81川7１
MOOl沖良教 崎
西村保忠｜下益野 (なし）
泥谷正賢 崎 (なし）
藤井智道’〃 2.300110.3171
小花平太郎’〃 0.3001１０．１０７
矢野川正明’〃 5.9001１０．２０５
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霧|氏 名｜住所｜田｜畑｜山林｜宅地｜原野｜溜池｜墓地
山本良三郎 崎 (なし）国
民
党
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(なし）岡崎弁次郎’〃
M60015MOOl川'850510ﾕ０７１１Ｍ2３計
崎'23.90014.60012.90510.428岡崎利平自
由
党
細川盛作’〃 0.600
(なし）泥谷正賢’〃
239001MOOl2M51M28計
崎l1L3001MOOl897001LOO611M12原徳太郎中
立
党
原猪之助’〃 (なし）
武藤類吉｜，l5MOolMoOllqlo4
67ml85001897001LnollM12計
注１） 土地台帳集計結果による推計換算後の数字であるが、山林以下の地目は
推計を行っていない。
明治22年現在の所有反別。
住所は土佐清水市三崎支所保管の「除籍簿」による。
支持党は支持が明確なもののほか、ほぼその傾向を示している者も含めた。
泥谷正賢は国民党を脱党し自由党に走った。
三|埼村外の土地所有は含まない。
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
２
３
４
５
６
一一四
を示している。自由党はその中間にあるがそ
の殆んどは岡崎利平の所有にかかるものであ
るから、これであって自由党支持層の経済的
基盤と考えることは危険である。しかし、中
立党支持者は矢野川日誌に「浜分ノ重立ダル
人々」とある如く、経済的な意味においても
かなり富裕な階層である（原猪之助は富農的
地主層であった原一族と考えることもでき
る）。このことは、中立党がいかなる性格であ
るにしても、又、富農層以上の政治的成長が
顕著ではないにしても、一種の富農層以上の
政治的覚醒の一端を示すものであったと考え
られる。
ところで第五表は各党派支持者個人の土地
所有状況であったのだが、同一世帯員の所有
する土地を合算すると多少異なった様相を呈
する。ここに把握されるのはいずれも父子の
関係で、中立党はなく、その殆んどが国民党
支持者である。従って国民党支持家の耕地所
有か多少大きくなり、中でも一反から三反程
でしかなかった宮崎紋次郎、田処忠作は父の
所有耕地を加えるとそれぞれ一町歩以上とな
り、全く所有耕地のなかった泥谷正賢は、家
にあっては父正之が二反二畝の耕地を所有し
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第６表各党派支持家の土地所有状況
霧|党派麦持者氏名|蕊簔農藝地 山林｜宅地｜原野｜溜池｜墓地畑田明治中期の高知県西南部における反自由民権派の経済的基盤（松岡）
伝太郎
良三郎
(良臭認雰'2反s001L900120091MO山本 艮
良
賢教 瀞は良賢la5001mOI7M71MO4沖 0.02
矢野ノⅡ正修｜正 保（父） 3.70012.80510.507 0.026
山崎 広次郎 1.10013.42610.310
掛川 喜太郎｜造酒蔵（父） 3.50012.000'3.30810.726
田処 忠作｜軍 平（〃）’11.40012.60015.41210.604
山本 仁太郎 卯三郎（〃）’18.40012.900 ０．４１１ ’’１
宮崎 紋次郎｜佐三郎（ "） 7.40013.500 ０．３００
土居国 常吾 8.50014.500129.41410.627
１
１
平野 仲次 24.50014.600120.31310.328
松下 鶴之助 0.800
岩太郎岡田 16.90014.600132.61110.520
岡村 繁弥 2.800民 ’１１
１
細川 芳蔵 ９．００４
弘田 門太郎 90011.119９．８００１２．４００
沖 良栄 (なし）
39001ⅢOlM41
１（なし）’
福井 九太郎 ０．７１２党 ｜ｕｌｌ咽
一位一一「川
１
１
１
大薮 梅次郎
■■■■■■■■■■■■■■■■■一Ｌ■■ＩＩｐ０■Ⅱ０８Ⅱ■■■■■■・Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■■■０５８
西尾 喜久次 ０．１１６
MO81
Oﾕ０２１
谷村 房次 0.1070.90013.000,13.328
１（なし）西村 保忠
泥谷 正賓｜正 之（父） 1.1001.100
五 に一
ｍ '０８１７１１０ﾕ071
藤井 智道 300
300小花 平太郎 ’
’
１
矢野ノ 正明 5.900 ０．２０５
弁次郎 (なし）岡崎
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誓|党派支持者氏名|繍襄鰹地 山林｜宅地 原野｜溜池｜墓地畑
計 5.400159.0001305.52119.903 0.107110.119 法政
史
学
第
二
十
一
号
’’１ 10.428岡崎 利平 23.90014.60012.905自由
党
’
１細川盛作 0.600
泥谷 正賢｜正之（父） 1.10011.100 ０．１０２
計 25.0006.3002.90510.600
lL3001
5Mool
原徳太郎 8.00089.70011.006 ０．３１２中
立
党
原猪之助 (なし）
武藤類吉 0.500 0.104
0.3121計 67.70018.50089.70011.110
注１）支持者の耕地所有家族名は土佐清水市三崎支所保管の「除籍簿」による。
２）他は第５表に同じ。
一一一〈
てい乏・かくて、各党派支持者を有すお世帯の平均耕地所有反別は、総数に
おいて国民党が六反七畝、自由党が一町四畝となり、内、田は国民党が四反
四畝、自由党が八反三畝、畑は国民党が二反三畝、自由党が二反一畝とな
る。いずれにしても国民党、自由党両支持者共に耕地無所有層から富農層ま
で様女な階層を含んでおり、その意味では彼らの経済的特徴は何も示してお
らず、支持者、支持家共に平均では中農層に位置しており、階級的な意味あ
いでの政治的対立や政党支持と云った関係は全くなかったと考える。そして、
国民党支持家の場合、様々な階層を含承ながらもその大半が中農層として規
定されるべきものであり、安定した農民の保守性、ひいては国民党支持の経
済的原因を理解できるのである。国民党支持者が安定した層であったこと
は、耕地所有者のみならず耕地無所有者にも該当する。第七表は、各党派の
支
持
者
で
農
業
以
外
に
何
ら
か
の
職
業
を
持
ち
、
或
は
何
ら
か
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
人
々であるが、これによると第五表において耕地無所有者であった国民党支持
者八名のうち、西村保忠、沖艮栄、大薮梅次郎、泥谷正賢、岡崎癖次郎の五
名についてはそれぞれ安定した職業についており、概ね中農層に匹敵する階
層
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
さて、一般に明治二十一年の市制町村制によって整備されてきた部落組織
の支配者は地主層であり、それは近世的な部落共同体の組織が解体し、近代
的な地主対小作関係が支配の原理として確立する以前に、地主層が部落を通
じて支配体制を確立したことであり、地主の成長の早い村ではしばしば町村
（通）
の支配者になったと云われる。このような原理は明治二十一一、一一一年の三崎村
においてはどうであろうか。三崎村政において村の支配的地位にあるものと
して、村長、助役、収入役、小学校長、村会議員が考えられるが、この関係
について示したのが第八表である。ここで注目されることは、第一に村長、
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第７表各党派支持者の就職状況
支持党’氏 就職先 給料、報酬名明治中期の高知県西南部における反自由民権派の経済的基盤（松岡）
矢野川正明’三崎村役場収入役、助役｜月５円～５円60銭
藤井智道 官神 ？
国 西村保忠 崎村役場書記｜月３円50銭～？
沖良栄 崎小学校長 ？
大薮梅次即’三|崎小学校授業生 Ｐ民
泥谷正賢 師医 ７．
》
？
岡崎弁次郎’三崎小学校授業生
平野仲次 |崎村会議員 ？党
岡田岩太郎 ７．
」
？
〃
弘田門太即 〃
泥谷正賢自由
党
医 師 ？
中
立
党
徳太郎 崎村会議貝原 ？
注１）「三崎村誌」により明治22～23年現在。
２）泥谷正賓は国民党を脱党し自由党に走った。
助役、収入役の村政執行部と小学校長の三崎
村における土地所有が極めて少い》」とで、下
川
ロ
村
の
人
で
あ
る
村
長
上
岡
真
雄
に
し
て
も
士
族
であることから下川ロ村における土地所有は
微弱なものと考えられ、実質的にはいずれも
無所有ないし下層的土地（耕地）所有でしか
ないことである。第二は村会議員が逆に比較
的土地所有が大きく、その大半が耕地一町歩
以上を所有していることであるが、しかし二
町歩以上の耕地を所有する者は十二名の村会
議員中四名でしかなく、第四表の二十名の五
分の一にしか過ぎないことである。第三は村
政執行者、小学校長の四名がいずれも国民党
を支持しているが、村会議員十二名のうち国
民党を支持したのは四名であり、あとは中立
党の創立に参加した原徳太郎を除き、七名い
ずれも支持党派が明確でないことである。以
上の三項から考えられることは、村の管理的
地位にある人交が概して耕地所有に乏しいの
に対し、村会議員は比較的多くの耕地を所有
す
る
け
れ
ど
も
、
富
農
層
以
上
は
割
合
に
少
な
く
中
農上層の安定が目立ち、しかも彼らが実際各
党派を支持し、政治活動を行う事は少く、多く
の人々はこれらに無関心ないし関心が少く、
一一七
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第８表村支配者の土地所有状況
山林｜宅地｜原野｜溜池｜墓地氏 位 田｜畑名 地 法
政
史
学
第
二
十
一
号
上岡真雄|三崎村 (なし）長
井上瀬之助｜三崎村助役 (なし）
正明i三崎村腸入菱矢野 5反900 0.205
１
－－
LOO61
(なし）良栄｜三崎小学校長沖一原一 0.3121三崎村会議員l1L3001MOOl89700徳太郎
青木道蔵 72516.10110.2018.21311〃
Mool24oOl弘田門太郎 1.90011.119〃
630012,1001西岡民蔵 0.105〃
’岡林力太郎 ０．３００〃
島岡又次 8.80011.80012.72410.409〃
細川栄助 〃 ’15.60014.6001106.61811.500
〃l1690Ol46OOl32mlM2O岡田岩太郎
，l2450Ol46OOl2q平野仲次 31310.328
850014500129土居常吾 41410.627〃
〃l4Mool1Mool側和三郎原 １．３２９
a3001230011M131宮添助 次 〃
注１）地位は明治22～23年現在のもので「三崎村誌」による。
２）土地所有反別は士地台帳集計結果による推計換算後の数字であるが、山林以
下については換算を行っていない。
３）三|埼村･外の土地所有反別は含まない。
一一八
国民党を支持する四名もその
活動状況からあくまで支持に
（刀）
とどまることが多く、実際に
行
動
の
指
導
者
層
た
り
え
た
と
は
考えられないことである。こ
れを反論できる余地は原徳太
郎の中立党結成への参加であ
るが、中立党であ
る限
り、国
民党支持の態度を示す四名の
村会議員と共に、政治的覚醒
のきざしを示すに過ぎない。
従
っ
て
、
一
般
に
云
わ
れ
る
豪
農
層
の
政
治
的
成
長
に
伴
う
指
導
者
への転化が、三崎村において
は見られず、従前の封建的感
覚を色濃く残す人々が指導者
としての立場を維持ないし強
化
し
え
た
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さず三崎村の構造変革が鈍い
と考えられることにも大きな
原因があったのである。
さて、部落共有地の政治的
影響はどのように
考え
ること
ができるであろうか。山林、
Hosei University Repository
原
野
、
溜
池
な
ど
そ
の
影
響
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
と
り
わ
に
回
る
こ
と
を
か
な
り
強
く
規
制
し
、
部
落
民
に
は
そ
の
よ
う
な
行
動
が
共
け六千余町歩にのぼる共有林は三崎村の全ての個人が所有する山有地用益権を失うかもしれないという一種の脅威的認識も、又一
林の約十七倍であり、しかも個人所有山林の山林地主的偏向から
面ではあったと考えられる。
考え、大半の部落民にとって共有林は単に木材売却による利溢配一最後に選挙権の問題であるが、明治二十三年の第一回衆議院議
当
の
象
で
な
く
、
日
常
生
活
上
の
諸
事
に
と
っ
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
負総選挙は、その選挙資格を日本臣民の男子にして満二十五才以
存在であったと思わねばならない。従って共有林の処分、活用に
上の者で、選挙人名簿調整の期日より前満一年以上その府県内に
ついては、たとえ部落民の合議制であったとしても、部落を代表
おいて直接国税十五円以上を納めなお引続き納める者とした。金
する人物が一定の政治党派に賛同するものであるならば、管下の
国的に見てこの直接国税十五円以上と云えば田畑の承で概ね二町
部落民も多かれ少かれその影響を蒙ることは自然であり、又、逆歩以上の所有ということになり、この結果産業資本の未発達な当
に考えればそのような人物を推す部落はその党派を支持する人々
時としては有権者の大半が地主によって占められ、しかも全人口
（、）
が少からずあっても不思議ではあるまい。
の一・二四。〈１セントにしか過ぎなかったと云われ、多くの地主
（加）
お
よ
そ
部
落
の
総
意
を
的
確
に
代
表
す
る
も
の
は
部
落
区
長
で
あ
る
。
三
層
を
国
会
に
送
り
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
必
然
的
に
富
農
層
崎村各部落にあって、その地位にあった年代はわからないが、国以上を政治の場に引き出し、結果的には彼らを近代的なプルジョ
民
党
支
持
者
で
区
長
と
な
っ
た
者
は
次
の
よ
う
に
か
な
り
多
い
が
、
知
り
得
アジーヘの変革を進め政治的成長を生み出していったのであった
る限りでの自由党支持者、中立党創立者達は一名もいない。
が、このような作用が三崎村においても見られたであろうか。
下
益
野
部
落
区
長
岡
田
岩
太
郎
先づ、各党派支持者の地租納入義務額を第九表によってふると、
三
崎
浦
部
落
区
長
藤
井
智
道
地租十五円以上納入者と思われるのは、国民党支持で山本仁太郎、
大藪梅次郎
平野仲次、岡田岩太郎の三人、自由党支持で岡崎利平一人、中立
三
崎
郷
部
落
区
長
土
居
常
吾
党で武藤類吉一人であり、残りの二十九名はそれ以下である。そ
矢野川正修（三期）
れでは数少い地租十五円以上の納入義務者である彼ら党派支持者
矢
野
川
正
明
によって政治運動がなされたかと云えばそうではない。彼らは前
（四）
爺
積
部
落
区
長
田
処
忠
作
にも述べたとおり、中立党の武藤類吉を除き、単に党派を支持し
こ
の
こ
と
は
先
の
村
三
役
や
村
会
議
員
の
国
民
党
支
持
の
傾
向
が
強
か
つ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
の
も
の
で
、
実
際
は
例
え
ば
一
定
の
党
の
た
こ
と
を
併
せ
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
落
民
が
反
対
派
の
自
由
党
支
持
演
説
会
場
に
そ
の
屋
敷
を
貸
し
て
い
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
明治中期の高知県西南部における反自由民権派の経済的基盤（松岡）
一一九
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第９表各党派支持者の地租額
－－－－￣￣
'零’ 名氏 畑 山林｜宅地｜原野 計 法
政
史
学
第
二
十
一
号
伝太郎
良賢
正修
1円404山本
沖
矢野川
１１１崎
掛川
田処
山本
0.461 0.038 2.6030.700
３．２５１ 0.7212.810 0.854 7.636■１－１
1.400 1.4770.077
広次郎 0.112 0.074 0.200 0.386
5〔喜太郎
忠作
仁太郎
2. 84 0.598 0.067 3.7210.472
4.336 0.100 4.4810.045
1７．３１４ 18.3220.484 0.524
宮崎 紋次郎 1.228 1.228
居
一
野
下
一
田
一
村
一
川
一
田
常吾
仲次
鶴之助
士一平一松一岡一岡一細一弘一仲一福一大一西一谷
7.022 1.548 0.436 0.621 9.627国
一■ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ▽００■■■■■■■■■■■■■■■■■■ⅡⅡ■。■■■■■■■■■■■■■■■■ⅡⅡけＩ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■▽■■■■ⅡⅡⅡ■■■■■ⅡⅡⅡⅡ０
側（一脚一棚一
Ｌ９９Ｏｌ
－－－
ｑｏ９４１
oＢ５４１
－－
ｌ
2７． 0.385 29.863
0.094腱ｌＰｒ
岩太郎
繁弥
芳蔵
門太郎
1.398 0.307 0.595 25.167
１
－
１
3.008民
0.103 0.103
1０．３１５ 0.791 1.089 13.0850.890
良栄 ０
井九太郎
薮梅次郎
尾喜久次
村房次
3.709 1.358 0.026 0.742 5.835党
0
0.138 0.138
68111.102’0 0.229 0.001０．８０４ ２．８１７
良教沖一
西
0.024 0.024｜Ｊ１
一
二
○
村保忠 ０
谷正賢泥 ０
一一一一一一一一一一
藤井智道 1.726 0.321 2.047
0.148 0.253小花 平太郎 ０．１０５
0.163 1.1791.016矢野川 正明
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支持党｜氏 名’田’畑｜山林｜宅地｜原野｜計
国
民
党
本一崎
山
一
岡
良三郎 0明治
中
期
の
高
知
県
西
南
部
に
お
け
る
反
自
由
民
権
派
の
経
済
的
弁次郎 0
岡崎利平’28.37511.43410.07210.118 29.999自
由
党 細川盛作 0.155 0.155
泥谷正賢 0
原徳太郎’3.27912.49111.24511.243 ８．２５８中
立
党 原猪之助 0
武藤類吉’72.14610.075 0.102 72.323
注１）士地台帳集計結果による推計換算後の数字であるが山林以下の地目は推計
換算を行っていない。
２）明治22年現在の地租額。
３）その他第５表に同じ。
頃の三崎村にあっては一般に云われる如き豪農層の政治的指導層への上
昇は全くなく、真にその政治活動を行っていたのは矢野川正修、西村保
忠、西尾喜久次、大薮梅次郎、藤井智道ら、およそ選挙権を有するには
程遠い入念であった。
従って、第十表に掲げた地租十五円以上納入義務者三十二名中、党派
支持者は先の四名でしかなく、残りの二十八名は少く共政治活動らしき
ものは何もしなかったのである。明治二十三年の衆議院議員選挙の三崎
（皿）
村有権者はほぼこの程度の数であったろうから、概ね二町歩前後以上の
耕地を所有する彼らの投票は、先の耕地無所有層に近く、しかも村政の指
導者である人々によってその支持する党派の候補者への投票を指導され
たのであり、彼ら自身の積極的な政治意識によって投票がなされる可能
性は極めて弱かったと考えねばならない。そしてその背景には、社会的
経済的な構造変革の進展の度合が低い三崎村の実態と、現在の立場の安
泰を望む富農層以上の強い保守性がひそんでいたと考えねばなるまい。
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村
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史
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編
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昭
和
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刊
行
と
推
定
郷
士
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之
部
推
（
７
）
高
知
県
土
佐
清
水
市
役
所
三
崎
支
所
保
管
は目
（８）《口帳によっては所有権移転、地目変更などにより鮫初の土地所有者を記し
地
て
い
る
第
一
葉
を
残
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
又
、
新
様
式
採
用
の
た
め
そ
の
時
点
の下
か
ら
書
換
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
以
前
の
所
有
者
は
わ
か
ら
な
い
。
以林
（９）「明治二十二年高知県統計書全」八十七頁
山
（
、
）
石
渡
貞
雄
「
農
民
分
解
論
」
有
斐
閣
昭
和
三
十
年
刊
十
三
’
十
四
頁
へヨカる
（
、
）
矢
野
川
正
修
日
誌
一
局
知
県
土
佐
清
水
市
下
の
段
矢
野
川
八
洲
雄
氏
所
蔵
あで
（⑫）例えば明治二十二年六月二十四日、一一一崎村において自由党の演説会があ
字
り
、
国
民
党
の
根
拠
地
だ
け
に
士
陽
新
聞
も
そ
の
状
態
を
詳
細
に
報
道
し
て
い
る
が
、
数の
同
村
国
民
党
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
矢
野
川
正
修
も
そ
の
日
記
に
「
聴
象
三
百
位
是
後算
ヨ
リ
人
民
始
メ
テ
政
意
ア
リ
」
と
述
べ
彼
ら
の
力
を
認
め
て
い
る
。
換
又、明治二十一一一年一月十六日、一一一崎村において自由党の政談演説会があり
卜一二阿
推
先
と
同
様
に
士
陽
新
聞
が
報
道
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
閉
会
後
矢
野
川
某
の
質
問
期協いありしもこ氏（自由党弁士ｌ筆者註）は懇篤之叺応答したり」とあり、矢
に
・
粗
な
野
川
正
修
は
そ
の
日
記
に
「
質
問
ス
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ケ
条
ア
リ
記
ス
カ
及
ハ
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果
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ま
結
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の
含
と
記
し
て
い
る
。
論
争
は
明
ら
か
に
彼
の
敗
北
で
あ
っ
た
。
矧邨耽鮒（昭）矢野川正修は慶応二年現高知県土佐清水市三崎に生まれ、一一一崎村助役、隣
搬怖孵肺村下川口村助役などを努めた。日誌は明治十一一一年七月七日から同二十八年
地を治外一月十四日までのもので、明治二十一一年から同二十五年に至るまでの自由
士算明村党と国民党の政争が一一一崎村を中心として相当祥しく記されている。この面
換
，
の
⑳
に
関
す
る
記
録
は
筆
者
が
抄
と
し
て
「
土
佐
史
談
」
復
刊
第
三
十
九
号
、
四
十
号
に
公
注
表
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
日
誌
は
註
（
、
）
の
と
お
り
三
崎
下
の
段
の
矢
野
川
八
洲
雄
氏
が
所
有
し
て
い
る
。
へける反自由民権派の経済的基盤（松岡）
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一
号
（皿）矢野川正修日誌によって支持党派を調べたため。
（巧）第四表耕地所有者の階層分析参照
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（Ⅳ）矢野正修日誌によると彼らの具体的な政治活動は殆んどな
く
、
又
、
実
際
の
指
導
者
の
黒
幕
た
り
え
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え
る
こ
と
も
不
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（岨）三崎村教育一ⅡⅡⅡⅡⅡ｜編纂「三崎村誌」昭和十年刊行と推
定
歴
代
理
事
者
之
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（
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編
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版
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刊
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頁
（別）安良城盛昭「地主制の展開」岩波講座日本歴史近代（３）
所
収
岩
波
書
店
昭
和
三
十
七
年
刊
行
九
十
八
頁
（Ⅲ）有権者の確定数はわからないが矢野川正修日記（明治二十
三
年
七
月
一
日
）
に
よ
る
と
二
十
五
名
と
な
っ
て
お
り
、
士
陽
新
聞
．（明治二十一一一年一月二十五日）によると四十余名となって
いる。
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